













　学校における食育を推進するため、平成17年 4 月に栄養教諭制度 2）が開始された。栄養教諭は「食に
関する指導」と「学校給食の管理」を職務とし、学校における食育活動のコーディネート役としての役割
を担う。平成28年度の栄養教諭配置数は全国で5,765名 3）となり、年々増加しているが、未だ 1 校に 1 名
の配置とはなっていない。配置数を都道府県別に見てみると、最も多いのは北海道で457名、次いで大阪
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2.研究方法
2－1.調査対象者と実施方法
　平成29年 1 月、東海学園大学健康栄養学部 4 年次の教職履修者15名（男性 1 名、女性14名）に対し、
集合法による自記式質問紙調査を行った（有効回答率100%）。質問内容を以下に示す。「1. あなたはどの程
度栄養教諭になりたいと思っていましたか」について、入学時、 2 年次春、 3 年次春、 4 年次教育実習前、
4 年次教育実習後の 5 時点に関して、それぞれ「とてもなりたかった」、「まあまあなりたかった」、「どち
らともいえない」、「あまりなりたくなかった」、「全くなりたくなかった」の 5 件法で尋ねた。また、 5 時
点についてそう答えた理由を記入してもらった。「2. 教育実習は満足いくものでしたか」について、「とて
も満足」、「まあまあ満足」、「どちらともいえない」、「あまり満足ではない」、「全く満足ではない」の 5 件












た」を 5 点、「まあまあなりたかった」を 4 点、「どちらともいえない」を 3 点、「あまりなりたくなかっ
た」を 2 点、「全くなりたくなかった」を 1 点とし、15名の入学時、 2 年次春、 3 年次春、 4 年次教育実
習前、 4 年次教育実習後の変化を図 1 に示した。15名の平均点は、入学時3.33点、 2 年次春3.07点、 3 年
次春3.13点、 4 年次教育実習前3.07点、 4 年次教育実習後3.20点であった（図 1 赤字）。15名中11名の学
生は 4 年間で 3 点から 4 点を推移し大きな変動は見られなかったため図 1 には示していない。なお、 4
年次の教育実習後に 4 点であったのは 3 名（No.5、9、15）、 3 点であったのは 8 名（No.1、4、6、8、
11、12、13、14）であった。
　図 1 には 4 年間で大きな変動のあった 4 名を示した。まず、 2 名（No.2、3）は、 4 年次の教育実習
後に 5 点をつけていた。 5 点をつけた理由として、「学校の先生として、働く大変さや大切さを学んだ。
日々の努力が、少しずつ子どもたちが変化するきっかけになることを学ぶことができたから。」や、「教育
実習で実際に子どもたちとふれあい、現場を経験したことで、栄養教諭のやりがいや魅力をとても感じ
た。」と記入していた。 4 年次の教育実習後に 1 点をつけた学生は 2 名（No.7、10）であった。 1 点をつ
けた理由として、「実習で授業を見て、楽しかったし勉強にもなったけど、自分には向いていないと思っ
た。」や「教育実習を通してやる気を失くしたから。」と記入していた。
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3－3.教職履修をやめようと思った経験について
　 6 割を超える学生が 4 年間で教職履修をやめようと思ったと回答していた。データは示していないが、
























































1 ） 厚生労働省、平成27年「国民健康・栄養調査」の結果、http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/ 
0000142359.html（平成29年 6 月16日アクセス可能）
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